
平
成
二
十
年
十
二
月
九
日
提
出

質

問

第
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二

六

号

中
国
の
海
洋
調
査
船
に
よ
る
我
が
国
領
海
へ
の
侵
入
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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中
国
の
海
洋
調
査
船
に
よ
る
我
が
国
領
海
へ
の
侵
入
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
二
月
八
日
、
尖
閣
諸
島
の
魚
釣
島
付
近
の
我
が
国
領
海
内
に
中
国
の
海
洋
調
査
船
二
隻
（
以
下
、
「
調
査
船
」
と
い

う
。
）
が
侵
入
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
が
「
調
査
船
」
に
気
づ
い
た
時
刻
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

一
の
時
刻
か
ら
政
府
に
お
い
て
、
ど
の
様
な
初
動
対
応
が
取
ら
れ
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

政
府
が
「
調
査
船
」
に
つ
い
て
中
国
政
府
に
最
初
に
抗
議
を
し
た
の
は
い
つ
か
。

四

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
「
調
査
船
」
の
侵
入
を
受
け
て
、
藪
中
三
十
二
外
務
事
務
次
官
が
崔
天
凱
駐
日
中
国
大
使
に
電
話

で
抗
議
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
電
話
抗
議
は
い
つ
行
わ
れ
た
か
。

五

四
の
電
話
抗
議
に
対
し
、
崔
大
使
よ
り
ど
の
様
な
回
答
が
な
さ
れ
た
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

「
調
査
船
」
は
約
九
時
間
に
渡
り
我
が
国
領
海
内
を
航
行
し
て
い
た
と
承
知
す
る
が
、
そ
の
間
政
府
は
「
調
査
船
」
に
対

し
、
ど
の
様
な
対
応
を
取
っ
て
い
た
か
。

七

「
調
査
船
」
の
侵
入
を
受
け
て
、
河
村
建
夫
内
閣
官
房
長
官
は
「
中
国
政
府
に
お
い
て
即
時
退
去
さ
せ
る
よ
う
強
く
要
求

す
る
」
旨
、
記
者
会
見
で
述
べ
て
い
た
と
承
知
す
る
が
、
河
村
官
房
長
官
が
そ
う
述
べ
て
お
き
な
が
ら
、
「
調
査
船
」
が
九

一



時
間
も
の
長
き
に
渡
り
、
我
が
国
領
海
内
を
航
行
し
て
い
た
の
は
な
ぜ
か
。

右
質
問
す
る
。

二


